
発生日時 事故当事者

年齢性別 - 職種

・オペレーターが操作を行っている時は、点検員がオペレーターの補助員として、周囲・上下の安全を確認する。

・高所作業車の見張員を路上に配置する。

・オペレーターは、バケットを降ろす場合、安全確認後、必ず上げた操作の逆手順で行う。

ボックス破損状況

事故概要

事故種類

横断歩道用信号機破損（消灯なし）被災程度（全治）

事故区分

一般事故

公衆災害 -

平成25年9月11日　14時30分

改善策

信号柱に添架されている標識点検において、バケットを降ろす際、バケット下部が横断歩道用信号機のボックスに
接触、破損した。

事故状況図

・バケットを降ろす際、横断歩道用信号機がオペレーターの死角になっていた。
・作業前に周囲・上下の障害物・危険要因の把握が不足しており、バケット降下時の安全確認がされていなかっ
た。
・オペレーターがバケットを降ろす際、上げる操作の逆手順で行っていなかった。
・オペレーターと点検員が連携して安全確認を行っていなかった。

・オペレーターが操作を行っている時は、点検員がオペレーターの補助員として、周囲・上下の安全を確認する。
・高所作業車の見張員を路上に配置する。
・オペレーターと点検員及び見張員は作業前及び操作時に、障害物・危険要因を指差呼称し、情報を共有する。
・見張員とオペレーターはトランシーバーを使用し、オペレーターが操作前に点検員・見張員に合図するとともに、
危険があれば点検員・見張員が注意喚起を行う。
・オペレーターは、バケットを降ろす場合、安全確認後、必ず上げた操作の逆手順で行う。
・現場の安全管理体制全般に対して安全管理責任者による抜き打ち検査を行う。

改善策等

事故原因等

高 所作 業車 オペ レ ータ ー

信 号添 架 標識

信号 添架 標 識の 点検 中 、高 所作 業 車の バケ ット を 降ろ す際 に

横断 歩道 用 信号 機に 接 触し ボッ ク スが 破損

西日 本検 査 ( 株 )

見平 　成 宏

点 検 員

協 同 エン ジニ アリ ン グ ( 株 )

牧 　 廣康

バケ ット



発生日時 事故当事者 元請け

年齢性別 49歳男性 職種

事故概要

事故種類

頸椎・腰椎捻挫、右下腿打撲（２週間安静・加療必要）被災程度（全治）

事故区分

労働災害

労働災害 特殊運転手

平成25年9月18日10時40分

改善策

袋詰め根固（約２ｔ）を再設置するために、バックホウ（0.45m3・クレーン仕様無し）にて移設作業（能力外作業）をし
ていたところ、アームを延ばした状態で旋回したためにバランスを崩し、川側に転倒。

事故状況図

・作業計画と異なる、クレーン仕様の無いバックホウを使用した。
・バックホウの吊荷重量（700kg）以上の袋詰め根固（2t）を吊り上げた。

・全ての作業の安全管理に万全を期するため安衛法等や施工計画の遵守について、社長自らが全ての項目の点
検を実施する。
・吊荷作業においては、クレーン仕様のバックホウのみの使用とし、また、吊荷能力及び吊荷荷重の確認を必ず
実施する。

・緊急現場代理人会議で注意喚起を実施
・安全パトロール・意見交換会で注意喚起を実施
・道路含む主任監督員に事故周知と注意喚起を実施

類似工事（他工事）へ活用でき
る対策等

改善策等

事故原因等

バックホウ（0.45m3）にて袋詰玉石（2t）を仮置場からＰ４橋脚裏へ再設置してい

た。３列目 川側の２袋目を吊り右旋回中にバランスを崩しバックホウが転倒

・全ての作業の安全管理に万全を期するため安衛法等や施工計画の遵守について、社長自らが全て
の項目の点検を実施する。

・吊荷作業においては、クレーン仕様のバックホウのみの使用とし、また、吊荷能力及び吊荷荷重の
確認を必ず実施する。

川

川



発生日時 事故当事者 元請

年齢性別 37歳男性 職種

　　　　　

改善策

低水流量観測を行う際に徒歩観測で実施しようとしたが、一部徒歩で渡ることが不可能であったため、ボート観測
に変更した。ボート観測を始めるため、ワイヤーを右岸から左岸に渡す作業を行っていた。右岸側に作業員1名が
ワイヤー本体を固定し、ボートに2名が乗船してボート先端に結んだワイヤーを左岸に渡そうとしたところ、左岸側
は流れが速く(目視で約2m/s）、ボートが下流に約50ｍ流された。その際、水没していたワイヤーが転石に引っ掛
かり、ボートに繋がるワイヤーが緊張状態となったことでバランスを失いボートが転覆した。転覆箇所の水深が
50cm程度しかなく、転石が露出しており、乗船していた作業員1名が転石に右膝を強打した。

事故状況図

・ワイヤーを対岸に渡す際、上流側は流れが緩やかであったが、迂回せず低水流量観測断面上を真っ直ぐ渡った
ためボートが流された。
・ボートが流され、水没していたワイヤーが転石に引っ掛かった際、ボートとワイヤーが繋がったままの状態であっ
たため、ワイヤーが緊張状態となりバランスを失いボートが転覆した。

・ワイヤーを対岸に渡す際は、流れが緩やかな箇所から迂回する。
・ボートとワイヤーは、すぐに切り離せるよう結ぶ。
・ボートに乗船する作業員は、胴長に変えてウエットスーツを着用する。（3mm程度の厚みがありクッションとなる）

・ワイヤーを渡す場合の作業手順書を作成する
類似工事（他工事）へ活用でき
る対策等

改善策等

事故原因等

事故概要

事故種類

本業務作業員：右膝蓋骨骨折（入院期間3週間程度）被災程度（全治）

事故区分

労働災害

労働災害 作業員

平成25年9月24日 11時00分

ひもを引っ張ればワイ
ヤーをすぐ切り離せる

ワイヤーを対岸に渡す際は、流れが緩やかな箇所から迂回する。

ボートとワイヤーは、すぐに切り離せるよう結ぶ。

ボートに乗船する作業員は、胴長に変えてウエットスーツ
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堰


